
　　による虐待を受けたと思われる高齢者を発見した場合の速やかな市町村への通報

高齢者虐待防止

　社会福祉法人梅田福祉会では、利用者の人権を守り、安全で健やかな生活を確保す

るため、老人福祉法、介護保険法等の趣旨を踏まえるとともに、高齢者虐待の防止、

高齢者の養護者に対する支援等に関する法律（以下「高齢者虐待防止法」と略す。）

第２０条で求められている「高齢者虐待の防止等のための措置」を明確にするため、

次に掲げるとおり必要な措置を講じます。

（１）従業者に対する虐待を防止するための研修の実施

（２）利用者及びその家族からの虐待などに関する苦情処理体制の整備

（３）施設において業務に従事する職員による虐待を受けたと思われる高齢者を発見

　　した場合の速やかな市町村への通報

（４）サービス提供中において養護者（利用者の家族、高齢者を現に養護する者等）

理事長　工藤　三夫

高齢者虐待防止法

（養介護施設従事者等による高齢者虐待防止等のための措置）

第２０条　養介護施設の設置者又は養介護事業を行う者は、養介護施設従事者等の研修

　　　　の実施、当該養介護施設に入所し、その他当該養介護施設を利用し、又は当該

　　　　養介護事業に係るサービスの提供を受ける高齢者及びその家族からの苦情の処

　　　　理の体制の整備その他の養介護施設従事者等による高齢者虐待の防止等のため

　　　　の措置を講ずるものとする。
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